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１.地区の概要と取り組むべき課題
・川内村第七行政区（東山）
2011年3月11日 東日本大震災
2011年4月 警戒区域・緊急時避難準備区域指定（2012年3月まで）
2012年2月 帰村宣言
2012年4月 避難指示解除準備区域指定（2016年6月まで）
2016年6月 避難指示解除

→半数以上の人びとが帰村したが、過疎高齢化が進んでいる。

・2年目（2022年）：現地での石塔調査、聞き取り調査、横田さんから
お借りした文書のクリーニング。

・明らかになった課題：史料調査では、内容のさらなる解読を進めるこ
と。この地域にどのような歴史的文化があったのか、神仏が祀られて
いたのかを明らかにしていく事。



２.今年度実施した取組みの内容

史料整理・史料解読



２.今年度実施した取組みの内容

史料整理・史料解読

切紙 御札



２.今年度実施した取組みの内容

現地調査・現地報告会



２.今年度実施した取組みの内容

史料集作成・大学博物館のパネル作成



３.まとめ

〇切紙

・今回発見された切紙は秘法の伝授に関わるものであった。特
に、庶民の悩みを解決するためのものが多くみられた

〇御札

・高湯山や伊勢神宮に関連する珍しい御札が見つかった。これ
らは江戸時代中期の史料で、切紙とほぼ同時期のものと推定
される

⇒これらは福島県内で見つかった修験史料と比較しても、
古い時期のもので、質量ともに充実した貴重な史料といえる



４.今後に向けて
〇モノ資料に関する補充調査

・石塔・棟札については、全体の半数ほどの調査が済んでいる
ものの、まだ全容の解明ができていない。
今後も補充調査を続けていきたい。

〇これまで把握してきた歴史資料に基づいた企画展示

・東北学院大学博物館、川内村と連携し、これまで活動を通じ
て、見出してきた貴重な資料をもとにした地域文化の展示
を行なっていきたい。


